






（かしはら）

平成２１年度の取組みを踏まえ、「山のエコ学校」を本格実施し、都市部との連携による山村の

 

活性化、森林資源を活かした持続可能な山村づくりを目指す。

「山のエコ学校」開校！～都市域との連携による山村の活性化～
（奈良県

 

東吉野村）

「環境」「ひと」「お金」を循環させ、山村と都市がお互いに問題解決を行う場として、森

 

林の維持、体験学習、林業資源の商品化等をトータルで行う「山のエコ学校」を企画・試

 

行実施し、豊かな森林資源である吉野林業の再生による、持続可能な山村づくりの実現

 

を図る。

①

 

村の森林を守るため、アドプト制度※に

 

ついての企画・検討、試行実施を行う。

②

 

都市部の住民を対象に、林業体験等

 

ができる体験モニタープログラムを実

 

施する。

③

 

村の資源を使った事業構築のための

 

調査、試作商品の実験販売等を実施

 

する。
※アドプト制度とは、行政が、特定の公共財（道路、公園、河川な

 

ど）について、市民や民間業者と定期的に美化活動を行うよう契

 

約する制度のこと。

森林維持のため

 

の森林・林業の

 

概況調査

「学ぶ」「遊ぶ」

「儲ける」

「育てる」「守る」
平成２１年度の主な取組

平成２２年度以降の展開

木材の余材

 

を利用した

 

製品づくり

体験モニタープロ

 

グラム（イメージ）

環境モデル都市
（大阪府堺市）

「山のエコ学校」

都市との連携・交流

虹色のしまなみコットン・プロジェクト虹色のしまなみコットン・プロジェクト

 

（広島県尾道市、愛媛県今治市）（広島県尾道市、愛媛県今治市）

しまなみ海道に沿う各地域において、伝統的な文化・産業である「綿」を基軸に、その

 

継承と新たな地域イメージを創出するとともに、「綿」を活用したコミュニティビジネスを

 

構築・展開することにより、地域を繋ぎ、持続的かつ自立的な活性化を創造する。

平成２１年度の主な取組

①

 

海道沿いの各地域で、それぞれの特徴で

 

ある色によって「綿」を染め上げる天然染

 

料（柑橘、桜、杜仲茶など）を掘り起こすた

 

めの調査を実施。

②

 

地域住民や学生を対象に、「綿」という伝統

 

文化・産業を体験するワークショップを開催

 

するとともに、成果を幅広く発信。

③

 

ワークショップを拡充する人材育成とともに、

 

①の天然染料を新たな資源と捉えた

 

コミュニティビジネスを検討。

平成２２年度以降の展開

事業の実施体制を整備し、ワークショップの拡充や、掘り起こした染料によって染めた製品の

 

商品化事業など、コミュニティビジネスの本格展開とともに、企業や大学等との連携やインターン

 

シップによる人材育成などにより、広域的な地域経済の拠点としての地位確立を目指す。

天然染料で染めた綿

帆布工場

各島の特色ある染料で
しまなみ海道をつなぐ

各島の特色ある染料で
しまなみ海道をつなぐ

しまなみ海道



チャレンジ！とくしま賑わいプロジェクトチャレンジ！とくしま賑わいプロジェクト

 

（徳島県（徳島県徳島市徳島市））

平成２１年度の主な取組

①ブランド力のある地元食材を活用した

 

新徳島メニューを開発し、中心市街地

 

の屋台において提供。

②商店街の空き店舗を活用して徳島大

 

学のサテライト教室を開設し、賑わい

 

を創出するとともにまちづくりの担い

 

手を養成。

③上記と連動して、市内一律１００円バ

 

スなどの実証運行を実施。

④取組を継続的に進める「（仮称）徳島

 

まちづくり会社」の設立を準備。

郊外化・モータリゼーションの進む街の再生のため、集客力を有する地産地消屋台や

 

空き店舗を活用した大学サテライト教室の開設と、低料金バスの運行とを連動させ、さ

 

らにサテライト教室において次代を担う人材を育成することにより、持続性のある中心

 

市街地の活性化・公共交通の再生を実現する。

平成２２年度以降の展開

まちづくりの総合プロデュース組織である「（仮称）徳島まちづくり会社」の本格稼動を行うとともに、

 

地域ブランドを活かした賑わい創出事業の確立、サテライト教室の拡充、中心市街地と連携した低料

 

金でのバス運行等を実施し、賑わいのあり利便性の高いまちの再生を実現する。

バスの利用促進

地元食材屋台
阿波ﾎﾟｰｸﾊﾞｰｶﾞｰ

空店舗でのｻﾃﾗｲﾄ教室

中心市街地活性化

公共交通再生

新たな旅行商品や土産物の開発・販売、観光ﾏｯﾌﾟの販売など活動収益を検討のうえ、ﾅﾊ･ｼｰﾊﾟﾗﾀﾞ

 

ｲｽ協議会を法人化し、万国津梁の心を継承する活動の継続展開を目指す。

①

 

島人の元気の元となった「生活習慣」や

 

「食」を掘り起こし、郷土料理新メニュー、

 

島生活体験プログラムを作成する。

②

 

携帯CRMシステム「タッチャン」を応用し、

 

特産品のＰＲができる「北大東タッチャン」

 

を開発する。

③

 

捨てられている濃縮海水を活用して、天然

 

塩、高ミネラル水を製造し、事業化するた

 

めの可能性調査と事業計画の策定を行う。

沖縄最東端・絶海の孤島で元気再生沖縄最東端・絶海の孤島で元気再生
「北大東島フロンティアツーリズム」推進プロジェクト「北大東島フロンティアツーリズム」推進プロジェクト

 

（（沖縄県北大東村沖縄県北大東村））

農商工連携を通して第1次、第２次、第3次産業を掛け合わせ、絶海の孤島ならではの

 

体験プログラムを組み込んだ「フロンティアツーリズム」を推進し、雇用の創出を図り、人

 

材を確保・育成して人口増を図ることにより、地域の活性化を目指す。

平成２１年度の主な取組

平成２２年度以降の展開

「北大東タッチャン」システムを他の離島にも展開し、広域ネットワークを構築するとともに、「フ

 

ロンティアツーリズム」ブランドによる元気再生商品（体験プログラム、特産品等）の更なる開発と

 

展開によって経済活性化を図り、「子どもたちが帰ってくる島」としての自立を実現する。

太平洋のど真ん中の

 

釣り体験

北大東島全景

郷土料理新メニューの

 

開発

き た だ い と う そ ん




